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「
君
子
の
道
は
、
辟
（
た
と
）
へ
ば
遠
き
に
行
く
は
必
ず
邇
（
ち
か
）
き

自
（
よ
）
り
す
る
が
如
く
、
辟
へ
ば
高
き
に
登
る
は
必
ず
卑
（
ひ
く
）
き

自
り
す
る
が
如
し
。」『
中
庸
』﹇
君
子
之
道
辟
如
行
逺
必
自
邇
辟
如
登
高

子
必
自
卑
（
辟
譬
同
）﹈

要
約　
　

本
論
文
は
ベ
ト
ナ
ム
の
科
挙
制
度
（
＝
科
挙
〔
以
下
、
こ
の
よ
う
に
表

記
〕）（1075-1919

）
に
直
接
関
係
し
て
い
た
人
々
の
記
録
を
調
査
す
る
と
い
う

研
究
方
法
を
と
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
」
す
な
わ
ち
純

粋
な
伝
統
的
科
挙
制
度
の
学
者
と
、「
過
渡
期
の
学
者
」（
す
な
わ
ち
半
伝
統
的
で

あ
り
半
近
代
的
な
学
者
）
つ
ま
り
、
科
挙
制
度
の
中
で
活
動
し
始
め
た
が
、
時
代

の
変
化
に
よ
り
現
代
フ
ラ
ン
ス
の
シ
ス
テ
ム
に
転
換
し
た
学
者
の
ど
ち
ら
か
で
あ

る
。
本
論
文
は
発
見
さ
れ
た
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
」
と
「
過
渡
期
の
学
者
」
の
記
録

に
基
づ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
の
入
門
書
す
な
わ
ち
13
歳
か
ら
15
歳
と
そ
の
年
下

の
子
供
を
教
え
る
た
め
に
使
用
さ
れ
た
基
礎
的
な
教
科
書
の
基
本
的
な
シ
ス
テ
ム

を
再
構
築
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
あ
ま
り
多
く
な
い
が
、
著
書

の
起
源
と
編
纂
方
法
の
点
に
お
い
て
は
比
較
的
に
多
様
で
あ
る
。
多
く
の
資
料
は

簡
単
に
暗
記
で
き
る
よ
う
に
、
韻
を
踏
ん
で
書
か
れ
て
い
る
。
チ
ュ
ノ
ム
に
翻
訳

さ
れ
る
こ
と
も
中
国
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
及
び
漢
字
と
字
喃
と
の

並
行
の
教
育
方
法
が
授
業
の
中
で
普
通
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド　

入
門
書　

漢
字　

儒
教　

ベ
ト
ナ
ム　

科
挙

１
．
は
じ
め
に

ベ
ト
ナ
ム
の
科
挙
は1075

年
に
リ
王
朝
（1009-1225

）
の
下
で
の
最
初
の
試

験
で
始
ま
り
、1919

年
に
グ
エ
ン
王
朝
（1802-1945

）
の
下
で
終
了
し
た
。
現

存
し
て
い
る
中
国
語
の
文
献
に
よ
る
と
、
ベ
ト
ナ
ム
史
上
、
合
計184

の
大
都
市

の
合
格
者
が
あ
り
、1894

人
の
大
都
市
の
合
格
者
が
名
声
を
あ
げ
た
。
19
世
紀

後
半
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
影
響
を
受
け
た
近
代
教
育
が
採
用
さ
れ
る
前
、
科
挙
は
ベ

ト
ナ
ム
王
朝
の
知
識
人
や
学
者
兼
公
務
員
を
生
み
出
す
大
切
な
も
の
だ
っ
た
。
そ

の
重
要
性
か
ら
、
科
挙
は
ベ
ト
ナ
ム
国
内
外
の
研
究
者
を
魅
了
す
る
魅
力
的
な
話

題
で
あ
る
。
科
挙
研
究
の
分
野
は
、
試
験
制
度
の
構
造
、
合
格
者
リ
ス
ト
、
首
都

の
高
等
教
育
な
ど
の
分
野
で
質
の
高
い
研
究
を
生
み
出
し
て
き
た
。
し
か
し
、
ま

だ
し
か
る
べ
き
注
目
を
受
け
て
い
な
い
分
野
や
課
題
が
い
く
つ
か
残
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、（
ⅰ
）
初
等
教
育
、（
ⅱ
）
教
材
・
資
料
、（
ⅲ
）
試
験
用
の
小
論
文
、

世
界
の
漢
字
研
究

ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
の
漢
字
入
門
書
研
究

阮　
　
　
　
　

俊　
　

強
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四

（
ⅳ
）
私
立
学
校
の
活
動　

が
含
ま
れ
る
。
本
稿
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
の
入
門

書
の
基
本
的
な
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、特
に（
ⅰ
）と（
ⅱ
）

を
取
り
巻
く
課
題
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

王
朝
時
代
の
初
等
教
育
に
関
す
る
中
国
の
研
究
は
、
現
存
し
て
い
る
原
典
を
系

統
立
て
て
い
る
分
野
と
体
系
的
な
研
究
の
両
方
の
分
野
で
、
最
近
、
大
き
な
成
果

を
生
み
出
し
て
き
て
い
る
。入
門
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
関
し
て
は
喬
桑
と
宋
洪
、

斉
蒙
、張
志
公
に
よ
る
重
要
な
出
版
物
と
徐
梓
と
王
雪
梅
に
よ
る
三
部
作
が
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
系
統
的
な
研
究
と
原
典
を
系
統
立
て
る
こ
と
で
、
前
近
代
的
な
中

国
の
初
等
教
育
の
全
体
像
を
か
な
り
完
全
な
形
に
作
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
の
場
合
、1716

年
か
ら1912
年
に
か
け
て
日
本
で
印
刷
さ
れ
た
李
無
未

の
出
版
物
は
、
総
計
60
冊
に
も
な
り
、
ペ
ー
ジ
数
は
合
計
約16000

ペ
ー
ジ
、
印

刷
さ
れ
て
い
る
孔
子
の
原
典
は134

に
も
わ
た
っ
て
い
る
。

対
照
的
に
、
ベ
ト
ナ
ム
は
約1000

年
の
科
挙
の
歴
史
が
あ
る
が
、
中
国
語
の

主
要
な
原
典
を
使
用
し
て
、
一
般
的
に
近
代
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
、
特
に
初
等
教

育
を
分
析
す
る
ベ
ト
ナ
ム
の
出
版
物
は
全
く
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
、
近
代
前
の
初

等
教
育
に
関
す
る
ほ
と
ん
ど
の
ベ
ト
ナ
ム
の
出
版
物
は
「
指
南
玉
音
解
義
」、「
大

南
国
語
」、「
日
用
常
談
」
の
よ
う
な
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
中
国
語
の
辞
書
に
関
係
し

て
い
る
。
ハ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ア
イ
（
＝
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
人
文
社

会
科
学
大
会
准
教
授
）
は
初
期
の
出
典
に
基
づ
く
初
等
教
育
で
使
用
さ
れ
る
漢
字

の
教
科
書
を
研
究
す
る
パ
イ
オ
ニ
ア
だ
っ
た
。1990

年
代
後
半
に
彼
は
こ
の
話

題
の
概
要
に
関
す
る
2
つ
の
論
文
を
発
表
し
た
が
、
そ
れ
以
来
、
彼
は
そ
れ
以
上
、

ま
た
は
詳
細
に
つ
い
て
何
も
発
表
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ハ
ム
氏
は

ベ
ト
ナ
ム
起
源
の
こ
れ
ら
の
漢
字
の
教
科
書
の
い
く
つ
か
の
共
通
の
違
い
を
特
定

し
た
。
す
な
わ
ち
、
中
程
度
の
長
さ
の
韻
と
韻
律
（
＝
歩
格
）
の
強
勢
、
国
家
精

神
の
主
張
、
学
問
上
の
傾
向
が
同
時
に
起
こ
る
こ
と
で
表
れ
る
影
響
、
お
よ
び
漢

字
と
喃
（
字
）（
ベ
ト
ナ
ム
の
文
字
）
ス
ク
リ
プ
ト
の
両
方
を
組
み
合
わ
せ
た
教

え
か
た
で
あ
る
。

上
記
の
出
版
物
を
除
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
初
等
教
育
の
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
研

究
の
大
半
は
、
初
期
の
出
典
を
引
用
し
て
い
な
い
。
多
く
の
場
合
、
以
前
の
学
者

の
意
見
は
、
次
に
探
求
さ
れ
る
様
々
な
間
違
い
や
誤
解
に
つ
な
が
る
思
慮
分
別
な

し
に
繰
り
返
さ
れ
る
。

２
．  

ズ
オ
ン
・
ク
ア
ン
・
ハ
ム
（
＝
ベ
ト
ナ
ム
の
文
学
研
究
者
・

教
育
者
）
及
び
他
の
最
近
の
学
者
に
よ
る
儒
教
の
入
門

書
の
基
本
的
な
学
説

「
ベ
ト
ナ
ム
文
学
の
本
質
的
な
歴
史
」
は1941

年
に
出
版
さ
れ
た
有
名
な
原
文

の
出
版
物
で
、
著
者
ズ
オ
ン
・
ク
ア
ン
・
ハ
ム
は
中
国
の
入
門
書
を
2
つ
の
グ
ル
ー

プ
に
分
け
て
い
る
。
第
1
グ
ル
ー
プ
は
「
南
部
（
す
な
わ
ち
ベ
ト
ナ
ム
語
）
の
原

作
者
」で
、5
つ
の
テ
キ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
た
。「
一
千
文
字
」「
三
千
文
字
」「
五
千

文
字
」「
初
学
問
津
」
で
、270

の
四
言
の
詩
行
と278

の
五
言
の
詩
行
を
含
ん

で
い
る
。

第
2
グ
ル
ー
プ
「
中
国
の
原
作
者
の
テ
キ
ス
ト
」
に
は
、
20
章
の
散
文
を
含
む

「
明
心
實
観
鑑
」「
明
道
家
訓
」「
三
字
経
」
の
3
つ
が
含
ま
れ
て
い
た
。

ハ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ホ
ア
イ
は
中
国
起
源
の
多
く
の
入
門
書
が
ベ
ト
ナ
ム
に
輸
入

さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
に
影
響
を
与
え
た
環
境
の
中
で
、
18
世
紀
と
19
世
紀
の
間
に
ベ

ト
ナ
ム
の
著
者
た
ち
は
数
多
く
の
中
国
語
の
入
門
書
の
編
集
と
編
纂
を
行
っ
た
と
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主
張
し
て
い
る
。
何
世
紀
に
も
わ
た
っ
て
、「
中
国
に
匹
敵
す
る
文
学
の
文
化
を

持
つ
独
立
し
た
ベ
ト
ナ
ム
を
建
設
し
た
い
と
い
う
願
望
の
自
然
な
結
果
」だ
っ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
文
学
を
本
質
的
な
歴
史
の
初
期
の
出
版
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
と
、

ズ
オ
ン
の
学
者
と
し
て
の
信
頼
性
は
、（
書
名
：
ベ
ト
ナ
ム
文
化
の
本
質
的
な
「
歴

史
」
と
い
う
本
を
出
版
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
最
初
の
作
品
は

グ
エ
ン
・
Q
・
タ
ン
な
ど
の
研
究
者
に
よ
っ
て
上
記
の
2
つ
の
類
型
を
広
く
引
用

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
グ
エ
ン
・
ク
・
タ
ン
（N

guy ễn Q. Th ắng

）、
グ

エ
ン
・
テ
ー
・
ロ
ン
（N

guy ễn Th ế Long
）、
チ
ャ
ン
・
バ
ー
・
チ
ー
（Tr ần 

Bá Chí

）、
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
チ
ャ
ン
・
ク
イ
ン
（N

guy ễn Th ị Chân Qu ỳnh

）、

テ
ー
・
ア
イ
ン
（Th ế Anh
）、
グ
エ
ン
・
コ
ン
・
リ
ー
（N
guy ễn Công Lý

），

陳
文
…
な
ど
の
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
す
べ
て
の
研
究
者
は
、
他
の
多
く
の
現

代
研
究
者
と
と
も
に
、1919

年
の
科
挙
の
終
了
後
に
生
ま
れ
た
。
彼
ら
は
個
人

的
に
こ
の
制
度
に
参
加
し
な
か
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
ベ
ト
ナ
ム
の
伝

統
的
な
教
育
に
関
す
る
文
書
で
は
、
証
拠
の
な
い
原
典
に
依
存
し
た
り
、
ベ
ト
ナ

ム
の
ロ
ー
マ
字
で
書
か
れ
た
文
字
の
二
次
的
な
出
典
を
引
用
す
る
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
説
得
力
の
あ
る
結
論
を
導
き
出
す
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。

グ
エ
ン
・
ゴ
ッ
ク
・
ク
イ
ン
や
フ
ァ
ン
・
ト
ロ
ン
・
バ
ウ
の
専
門
書
の
よ
う
な
、

近
代
的
な
ベ
ト
ナ
ム
教
育
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
他
の
原
典
は
、
教
育
制
度
を
包

括
的
に
概
観
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
研
究
材
料
と
し
て
中

国
語
の
本
来
の
原
典
に
焦
点
を
当
て
て
い
な
い
。
リ
王
朝
の
儒
教
教
育
と
科
挙
に

関
す
る
（
人
名
）
の
専
門
書
の
大
部
分
は
、
特
に
高
等
教
育
に
お
け
る
試
験
制
度

に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
初
期
の
原
典
を
使
っ
た
14
の
試
験
の
小
論
文
か
ら
選
ば

れ
た
文
章
が
含
ま
れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
彼
は
2
ペ
ー
ジ
し
か
割
り
当
て

て
お
ら
ず
、
そ
の
中
で
ズ
オ
ン
を
引
用
し
て
い
る
の
で
、
残
念
な
間
違
い
を
い
く

つ
か
繰
り
返
し
て
い
る
。

ズ
オ
ン
・
ク
ア
ン
・
ハ
ム
を
批
判
せ
ず
に
参
照
し
た
こ
と
と
、
中
国
語
で
書
か
れ

た
原
典
を
調
べ
る
こ
と
を
怠
っ
た
の
で
、
少
な
か
ら
ず
誤
解
を
生
み
だ
し
た
。
典

型
的
な
例
は
、「（
書
名
）
ダ
オ
を
照
ら
す
家
族
の
指
示
」
で
あ
る
。
ズ
オ
ン
に
よ

る
と
タ
イ
ト
ル
は
「（
書
名
）
ミ
ン
ダ
オ
の
家
庭
教
育
」
で
あ
る
。
ミ
ン
ダ
オ
は

有
名
な
宋
王
朝
の
儒
者
で
あ
る
程
顥
で
あ
る
。
ズ
オ
ン
や
す
べ
て
の
研
究
者
は
、

こ
れ
が
真
実
で
あ
る
と
み
な
し
た
。
し
か
し
、
私
は
そ
の
タ
イ
ト
ル
の
中
国
の
原

典
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
同
じ
内
容
を
共
有
す
る
テ
キ
ス
ト
も
存
在
し
な
い
こ
と

を
証
明
し
て
き
た
。
こ
れ
は
中
国
の
清
朝
に
相
当
す
る
17
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
間

に
編
集
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
語
の
原
典
で
あ
る
。
こ
の
原
典
の
ベ
ト
ナ
ム
語
の
著
者

は
、
そ
の
編
集
さ
れ
た
3
つ
の
方
法
を
使
用
し
た
。
す
な
わ
ち
、
古
典
的
な
原
典

か
ら
逐
語
的
に
引
用
す
る
こ
と
、
最
小
限
の
編
集
を
し
て
原
典
か
ら
意
訳
す
る
こ

と
、
そ
の
よ
う
に
し
て
全
く
新
し
い
教
材
を
書
く
こ
と
の
3
つ
の
方
法
で
あ
る
。

隠
喩
と
言
い
換
え
の
方
法
と
い
う
の
は
、
特
定
の
原
典
の
半
分
以
上
を
構
成
す
る

た
め
に
中
国
語
の
原
典
を
使
用
す
る
の
だ
が
、
東
ア
ジ
ア
で
は
非
常
に
一
般
的
で

あ
り
、
そ
の
結
果
独
特
の
「
東
ア
ジ
ア
」
原
典
を
生
み
出
し
た
。
新
し
く
教
材
を

作
成
す
る
際
に
は
、
原
典
の
約
46
％
が
採
用
さ
れ
、
著
者
が
独
自
の
ベ
ト
ナ
ム
の

言
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
（
動
詞
の
相
）
を
原
典
の
中
に
作
り
出
す
こ
と
を
許
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
語
の
要
素
を
加
え
る
こ
と
で
東
ア
ジ
ア
の
文
化
的
な
空

間
が
質
的
に
向
上
し
た
。
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３
．  「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
（
＝
伝
統
的
な
時
代
の
著
者
）」
と
「
過

渡
期
の
著
者
（
＝
半
ば
伝
統
的
で
は
あ
る
が
、
半
ば
近

代
的
な
学
者
）」
の
客
観
的
な
見
方
へ
の
取
り
組
み

本
論
文
は
、
科
挙
を
究
極
の
目
標
と
し
て
若
い
頃
か
ら
儒
教
を
学
ん
だ
経
験
を

持
ち
、
そ
れ
を
回
想
す
る
こ
と
で
そ
の
研
究
経
験
を
語
っ
た
ベ
ト
ナ
ム
人
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
科
挙
の
文
化
的
背
景
の
中
で
、
儒
教
の
実
際
の
経
験
が
な
く
、
必

ず
し
も
科
挙
文
化
に
直
接
参
加
し
な
か
っ
た
古
い
世
代
の
資
料
を
引
用
し
た
作
家

と
は
、
こ
の
論
文
は
関
係
な
い
。

こ
の
論
文
の
中
で
、「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
」
と
呼
ん
で
い
る
伝
統
的
な
著
者
は
別

と
し
て
、
19
世
紀
に
生
ま
れ
て
伝
統
的
な
儒
教
研
究
で
育
っ
た
が
、
の
ち
に
フ
ラ

ン
ス
語
の
研
究
に
転
じ
た
著
者
を
「Transitional

（
過
渡
期
）」
と
呼
ん
だ
が
、

そ
の
よ
う
な
人
々
も
た
く
さ
ん
い
た
。（Tan D
a

）の
言
葉
を
使
う
と
、彼
ら
は「
古

典
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
の
両
方
を
研
究
す
る
こ
と
」
を
受
け
入
れ
た
。
し
た
が
っ
て

彼
ら
の
文
書
は
ベ
ト
ナ
ム
ロ
ー
マ
字
の
原
典
に
あ
る
が
、
中
国
語
と
儒
教
に
関
す

る
文
学
の
資
料
は
比
較
的
信
頼
で
き
る
。

本
論
文
の
目
的
は
、初
等
教
育
の
課
題
を
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
（
＝
伝
統
的
な
時
代
の
学
者
）
の
見
解
を
吟
味
す

る
こ
と
に
綿
密
に
注
意
を
払
う
が
、「
過
渡
期
の
著
者
（
＝
半
ば
伝
統
的
で
は
あ

る
が
、
半
ば
近
代
的
な
学
者
）」
の
著
者
の
資
料
も
配
慮
し
て
い
る
。

本
論
文
で
は
、
従
来
の
科
挙
文
化
の
背
景
の
中
で
用
い
ら
れ
る
初
等
教
育
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
を
探
求
す
る
た
め
、
改
良
さ
れ
た
科
挙
期
間
（1906

〜1918

）
の
教

材
は
含
ま
な
い
。
と
い
う
の
は
20
世
紀
初
頭
に
近
代
西
洋
の
学
問
か
ら
明
ら
か
に

影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
文
で
探
求
さ
れ
た
原
典
の
い
く
つ
か

は1906

年
か
ら1918

年
の
間
に
編
集
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
特
定
の
原
典
は
改

革
さ
れ
た
制
度
で
は
な
く
、
伝
統
的
な
科
挙
の
制
度
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
以
下
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
（
＝
伝
統
的
な
時
代
の
著

者
）」
に
よ
る
初
等
教
育
に
関
す
る
文
言
で
書
か
れ
た
シ
ナ
＝
チ
ベ
ッ
ト
語
と
中

国
語
の
文
書
は
、
19
世
紀
初
頭
か
ら
20
世
紀
初
頭
の
も
の
で
、
こ
の
論
文
の
調
査

範
囲
を
限
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
典
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、1803

年
以
前

の
初
等
教
育
の
状
況
は
具
体
的
に
は
説
明
で
き
な
い
。

４
．  

ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
小
学
校
の
教
科
書
に
関
す
る
伝
統
的

な
時
代
の
学
者
の
意
見

初
等
教
育
全
般
に
関
し
て
ハ
ン
ノ
ム
（
汉
字
和
喃
字
＝
漢
字
と
チ
ュ
ノ
ム
と
の

混
じ
り
文
）
で
書
か
れ
て
お
り
、
特
に
「
三
字
経
」
の
教
授
法
を
使
用
し
た
原
典

に
関
す
る
調
査
に
基
づ
い
て
、
私
は
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
初
頭
に
文
字
で
書
か
れ

た
4
つ
の
原
典
、「
欽
定
大
南
会
典
事
例
」
の
中
の
嘉
隆
帝
、「
大
南
実
録
」
の
中

に
記
録
さ
れ
て
い
る
孫
壽
徳
行
政
長
官
と
明
命
帝
の
返
信
、「
擬
述
一
家
説
法
（
陳

仲
杭
著
）」
と
い
う
題
名
の
随
筆
、「
南
風
雜
誌
」（N

am
 Phong T

ạp Chí

）
で

出
版
さ
れ
た
文
言
で
書
か
れ
た
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
「
幼
学
」
の
存
在
を
明
ら
か
に

し
て
き
た
。

ま
ず
、「
欽
定
大
南
会
典
事
例
」
は
「
慣
習
の
教
授
法
」
の
中
に
、
王
室
が
確

立
さ
れ
た
わ
ず
か
1
年
後
の
嘉
隆
時
代
の
原
典
の
中
に
教
育
に
関
す
る
一
節
を
含

み
、
そ
れ
以
来
こ
の
原
典
は
グ
エ
ン
時
代
の
公
式
の
教
育
標
準
と
み
な
す
こ
と
が
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で
き
る
。

嘉
隆
（
ザ
ー
ロ
ン
）
帝
治
世
（1803

年
）
の
2
年
目
に
、
皇
帝
は
学
習
の
ル
ー

ル
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
学
問
の
方
法
で
は
、
各
地
域
社
会
の
中
で
高
潔
で
、
教

育
を
受
け
た
人
を
選
び
、
そ
の
人
を
労
働
か
ら
解
放
し
、
そ
の
人
が
そ
の
地
域
社

会
の
子
ど
も
た
ち
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
8
歳
以
上
の
子
ど
も
は
初
級
レ
ベ

ル
に
入
学
し
、「
孝
経
」
や
「
忠
経
」
の
よ
う
な
教
科
書
を
引
き
続
い
て
学
ぶ
必

要
が
あ
る
。
12
歳
以
上
の
子
ど
も
は
、
最
初
に
「
論
語
」
と
「
孟
子
」
を
読
み
、

そ
の
後
「
中
庸
」
と
「
大
学
」
を
読
む
。
15
歳
以
上
の
子
ど
も
は
最
初
に
「
詩
経
」、

「
書
経
」、
次
に
「
易
経
」、「
春
秋
経
」
を
読
み
、
そ
の
後
哲
学
書
と
歴
史
書
を
読

む
。（
原
文
：
嘉
隆
二
年
凖
定
教
條
。
其
法
：
社
擇
一
人
，
有
德
行
、
文
學
者
，
免
役
，

使
以
教
邑
中
子
弟
。
人
年
八
歲
以
上
入
小
學
，
次
及
《
孝
經
》、《
忠
經
》。
十
二
歲
以
上
，

先
讀
《
論
》、《
孟
》，
次
及
《
庸
》、《
學
》。
十
五
歲
以
上
先
讀
《
詩
》、《
書
》，
次
及
《
易
》、

《
禮
》、《
春
秋
》，
及
子
史
。
有
敢
酒
博
、
從
歌
唱
，
告
官
懲
治
。）﹇
※
原
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

翻
訳
は
著
者
が
英
語
で
書
い
た
も
の
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。
以
下
、
同
じ
﹈

第
2
の
原
典
は
、
孫
壽
德
（
？－

？
）
の
回
想
録
で
あ
る
。
彼
は
ハ
ノ
イ
の
行

政
長
官
で
、1837

年
に
追
悼
さ
れ
、
明
命
帝
か
ら
の
返
信
が
あ
り
、
大
南
實
録

に
記
録
さ
れ
た
。

「
近
頃
で
は
学
習
状
況
は
大
き
く
乱
れ
、（
フ
ラ
ン
ス
）
純
文
学
が
幼
い
こ
ろ
か

ら
実
践
さ
れ
て
い
る
。
秩
序
の
あ
る
発
展
は
続
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
7
歳

と
8
歳
の
子
ど
も
た
ち
は
最
初
に
「
中
経
」
と
「
孝
経
」
を
読
む
よ
う
に
教
え
ら

れ
、小
学
校
に
入
学
す
る
と
す
ぐ
に
「
四
書
」
の
本
を
学
ぶ
よ
う
に
な
り
、「
五
経
」、

哲
学
と
歴
史
に
つ
い
て
講
義
を
受
け
、
科
挙
の
た
め
に
訓
練
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
学
生
の
学
習
状
態
は
修
正
さ
れ
る
。

明
命
帝
は
次
の
よ
う
に
答
え
た
。「
古
老
た
ち
は
8
歳
で
初
等
学
習
に
入
り
、
15

歳
で
優
れ
た
学
問
を
す
る
よ
う
に
命
じ
た
が
、
こ
れ
は
本
質
的
な
進
歩
で
あ
る
。

学
生
や
人
々
の
習
慣
は
変
化
す
る
が
、
人
間
の
や
り
方
や
日
常
の
出
来
事
と
い
う

不
変
の
原
理
の
外
に
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
昨
年
忠
誠
と
、
子
と
し
て
の
敬
愛
を

教
え
る
た
め
の
新
し
い
規
則
が
提
案
さ
れ
た
。「
中
経
」
と
「
孝
経
」
を
教
え
る

こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
学
問
を
始
め
る
と

き
、
ど
ん
な
本
を
開
い
て
も
有
益
で
あ
る
が
、
読
む
べ
き
で
は
な
い
本
も
あ
り
、

手
本
に
す
べ
き
良
書
が
ど
れ
な
の
か
、
悪
い
も
の
は
ど
ち
ら
か
を
見
張
る
べ
き
で

あ
り
、
こ
れ
そ
の
も
の
が
学
習
で
あ
る
。
た
と
え
毎
日
「
中
経
」
と
「
孝
経
」
を

読
ん
で
も
、
も
し
学
び
た
く
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
何
の
足
し
に
な
る
と
い
う
の
か
。

朕
（
ち
ん
）
は
人
民
が
子
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
年
長
者
に
愛
情
を
持
ち
、
献
身

的
で
信
頼
で
き
、
名
誉
が
あ
り
、
羞
恥
心
を
も
っ
て
、
徐
々
に
傲
慢
な
愚
か
さ
を

取
り
除
き
、
優
れ
た
人
と
し
て
す
べ
て
の
美
徳
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
、
以
下
の

人
々
が
従
う
手
本
に
な
り
た
い
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
だ
け
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
そ
し
て
今
、
文
学
を
研
究
し
て
い
る
が
、
無
秩
序
に
進
行
し
て
い
る
こ
と

を
学
生
た
ち
が
心
配
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、新
し
い
初
等
教
育
に
従
う
た
め
に
、

身
近
な
も
の
す
べ
て
を
急
い
で
取
り
除
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ

は
困
難
で
あ
る
が
ゆ
え
に
奇
抜
な
た
め
、
妨
げ
と
な
る
。（
原
文
：
河
内
布
政
尊
壽

德
請
安
摺
言
：
今
之
學
者
率
多

等
，
自
少
已
習
為
文
章
，
不
知
循
序
而
進
。
請
凡
人
民
子

弟
七
八
歲
，
教
之
先
讀
忠
經
孝
經
，
以
至
小
學
四
書
，
然
後
繼
講
五
經
子
史
，
肄
習
舉
業
，

以
正
士
風
。
帝
曰
：
古
之
為
教
，
八
歲
入
小
學
，
十
五
歲
入
大
學
，
固
有
序
也
。
惟
士
習
民

風
，
一
番
釐
正
，
不
外
乎
人
倫
日
用
之
常
。
年
前
教
條
頒
示
，
無
非
教
忠
孝
之
大
端
，
求
之

忠
經
孝
經
之
旨
，
不
外
是
矣
。
況
人
之
為
學
，
開
卷
有
益
，
何
書
而
不
可
讀
，
善
可
為
鑒
，
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惡
可
為
戒
，
便
是
學
也
。
若
不
好
學
之
人
，
則
雖
日
誦
忠
經
孝
經
亦
何
益
乎
。
朕
欲
以
身
率

下
，
使
吾
民
皆
知
孝
弟
忠
信
節
義
廉
耻
，
潛
消
傲
慢
之
風
，
各
有
君
子
之
行
，
同
為
善
俗
，

方
為
貴
耳
。
今
只
慮
其
士
多

等
習
為
文
章
，
遽
欲
使
之
盡
棄
向
來
之
所
素
習
，
而
循
夫
小

學
之
序
，
則
事
驚
於
創
見
，
勢
阻
於
憚
難
，
或
有
無
書
可
讀
，
將
至
於
廢
學
，
曷
若
仍
舊
之

為
愈
也
。）

す
な
わ
ち
、
書
物
が
行
方
不
明
に
な
る
な
ら
ば
、
研
究
は
放
棄
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
古
い
規
律
を
維
持
す
る
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

第
3
に
、1910

年
に
陳
仲
杭
敬
述
に
よ
っ
て
丁
寧
に
関
連
付
け
ら
れ
た
「
三

字
書
新
彙
」
と
い
う
本
に
書
か
れ
て
い
る
「
擬
述
一
家
説
法
」
の
始
ま
り
の
部
分

は
注
目
に
値
す
る
。

「
擬
述
一
家
説
法
」
は
6
、
7
、
8
歳
の
子
ど
も
が
読
む
も
の
で
、「
三
字
経
」、

「
三
千
字
」
と
い
う
書
物
で
あ
る
。
そ
の
子
供
た
ち
に
「
孝
経
」「
三
字
経
」
で
教

え
る
。
9
歳
の
子
供
は
「
啟
童
說
約
」、「
朱
子
家
政
」
を
読
む
。
10
歳
か
ら
12
歳

の
子
ど
も
は
「
幼
学
（
漢
字
）
新
書
」、「
国
語
字
類
」、「
陳
文
通
考
」
を
読
む
が

こ
れ
は
小
学
生
レ
ベ
ル
で
あ
る
。
13
歳
か
ら
17
歳
の
子
ど
も
は「
論
語
」、「
孟
子
」、

「
国
史
」、
行
政
文
書
を
読
む
。
18
歳
か
ら
20
歳
の
人
は
「
春
秋
左
伝
」、
他
国
の

簡
単
な
歴
史
や
倫
理
学
（
道
徳
）
の
本
を
読
む
。
こ
れ
は
中
等
学
校
で
レ
ベ
ル
で

あ
る
。
21
歳
か
ら
25
歳
の
人
は
本
文
の
概
要
、
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
シ
ョ
ン
の
す
べ
て

の
目
次
の
目
録
と
「
詩
」、「
書
」、「
礼
」、「
易
」
の
章
お
よ
び
、
仏
教
の
経
典
と

「
道
教
」
を
よ
り
一
層
読
む
。
26
歳
か
ら
30
歳
の
人
は
「
大
学
」、「
中
庸
」、
哲
学

書
を
広
範
囲
に
読
み
、
そ
れ
以
前
の
文
書
を
復
習
す
る
。
こ
れ
は
レ
ベ
ル
が
高
く

高
校
で
あ
る
。
こ
れ
は
段
階
を
追
っ
て
、
進
歩
す
る
。
つ
ま
り
学
習
の
各
段
階
を

終
え
る
期
限
を
設
定
す
る
た
め
に
、
一
般
の
学
習
の
各
段
階
を
終
え
る
期
限
を
設

定
す
る
た
め
に
使
う
読
み
方
で
あ
る
。（
原
文
：
六
七
八
歲
讀
：
三
字
書
、
三
千
字
、

教
孝
經
三
字
書
。
九
歲
讀
：
啟
童
說
約
、
朱
子
家
政
。
十
至
十
一
十
二
歲
讀
：
幼
學
新
書
、

國
語
字
類
、
陳
文
通
考
。
是
為
小
成
。
十
三
至
十
七
歲
讀
：
論
語
正
文
、
孟
子
正
文
、
國
史

約
編
并
演
歌
、
詞
翰
文
體
、
精
擇
藝
學
。
十
八
至
二
十
歲
讀
：
春
秋
左
傳
、
本
國
律
例
、
萬

國
史
畧
、
靜
讀
善
書
。
是
為
中
成
。
二
十
一
至
二
十
五
歲
讀
：
詩
書
禮
易
正
文
約
講
篇
章
全

目
、
忝
讀
釋
道
經
書
。
二
十
六
至
三
十
歲
讀
：
大
學
正
文
、
中
庸
正
文
、
博
讀
諸
子
、
溫
讀

前
年
所
讀
之
書
。
是
為
大
成
。﹇...

﹈
此
特
為
中
材
勤
學
循
序
而
進
者
，
定
必
成
之
年
數
耳
。

若
夫
大
材
好
學
者
，
及
小
材
困
學
者
，
不
可
以
此
年
限
泥
定
。）

第
4
に
、
阮
伯
学
（1857-1921

）
に
よ
っ
て
シ
ナ=

チ
ベ
ッ
ト
語
の
文
字
で

書
か
れ
た
「
幼
学
」
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
の
最
初
の
部
分
は
次
の
よ
う
に
ナ
ム
・

フ
ォ
ン
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。

「
私
た
ち
の
国
の
人
々
は
み
な
、
子
供
の
こ
ろ
学
校
に
通
っ
て
い
る
。
子
供
の

頃
学
校
に
行
っ
た
か
ど
う
か
村
人
に
尋
ね
る
と
（
生
ま
れ
つ
き
の
障
が
い
者
を
除

く
）、誰

も
が
子
供
の
こ
ろ
に
4
年
間
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
2
年
間
学
校
に
行
っ
た

と
い
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
か
ら
、
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
尋
ね
る
と
、
あ

え
て
イ
エ
ス
と
言
わ
な
い
だ
ろ
う
。
一
般
的
に
彼
ら
が
3
、
4
年
の
間
に
読
ん
だ

本
は
、「
三
字
経
」、「
四
字
経
」、「〔
幼
学
〕
五
言
詩
」
で
、「
四
書
」
と
歴
史
的

な
記
録
で
、
こ
れ
ら
の
本
は
内
容
が
あ
い
ま
い
で
、
言
葉
が
難
し
く
、
子
供
が
理

解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
は
学
ぶ
た
め
に
3
、
4
年
を
費

や
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
彼
ら
の
生
活
に
役
立
つ
知
識
は
な
い
。
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ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
の
初
等
テ
キ
ス
ト
に
関
す
る
「
過
渡

的
な
著
者
」
の
考
察

私
が
特
定
し
た
4
人
の
過
渡
的
な
著
者
に
は
タ
ン
・
ダ
ー
・
グ
エ
ン
・
カ
ク
・

ヒ
エ
ウ
（T ản 

à N
guy ễn K

h ắc H
i ếu

）、
ズ
オ
ン
・
ク
ア
ン
・
ハ
ム
（D ương 

Qu ảng H
àm

）、
チ
ャ
ン
・
フ
イ
・
リ
エ
ウ
（Tr ần H

uy Li ệu

）、
ダ
ン
・
タ
イ
・

マ
イ
（ặng Thai M

ai
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
名
簿
に
は
、
小
説
「L ều 

chõng

」（1939

）
を
書
い
た
ゴ
ー
・
タ
ト
・
ト
ー
（N

gô T ất T ố

，1894-

1954

））、小
説
「Bút nghiên

」（
筆
と
硯1942

）
を
書
い
た
）
ツ
ー
・
テ
ィ
エ
ン
・

ホ
ア
ン
・
ミ
ン
・
ザ
ム
（Chu Thiên H

oàng M
inh Giám

, 1913-1992

）
も
含

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
小
説
は
い
ず
れ
も
初
等
教
育
レ
ベ
ル
の
公
務
員
教
育
を
記
述
し
た
文

書
を
含
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
文
章
の
歴
史
的
価
値
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
文
学

に
向
か
う
傾
向
が
あ
る
た
め
、
以
下
に
引
用
さ
れ
た
回
顧
録
に
は
匹
敵
し
な
い
。

こ
れ
ら
の
過
渡
的
な
著
者
に
対
す
る
記
録
に
つ
い
て
、
上
記
で
述
べ
た
ズ
オ
ン
・

ク
ア
ン
・
ハ
ム
の
記
録
と
は
別
に
、
以
下
に
紹
介
す
る
。

タ
ン
・
ダ
ー
・
グ
エ
ン
・
カ
ク
・
ヒ
エ
ウ
（T ản 

à N
guy ễn K

h ắc H
i ếu, 

1889-1939

）

1936

年
に
彼
の
人
生
の
終
わ
り
に
向
か
っ
て
書
か
れ
た
詩
「
春
の
日
に
春
を

思
い
出
す
」（N

gày xuân nh ớ xuân

）
で
は
、
タ
ン
・
ダ
ー
は
彼
の
若
い
こ
ろ

の
古
典
的
な
研
究
の
流
れ
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
た
。

遠
い
昔
の
春
、
私
が
5
歳
に
な
っ
た
時

私
は
町
の
南
の
学
校
で
暗
記
を
始
め
た

「
三
字
経
」、「
幼
学
五
言
詩
」
を
研
究
し
た　

「
陽
節
」
を
読
ん
だ
と
き
、
そ
の
年
が
ち
ょ
う
ど
終
わ
っ
た

私
が
6
歳
に
な
っ
た
遠
い
昔
の
春
に

ハ
ノ
イ
の
ハ
ン
・
ボ
ン
通
り
48
に
あ
る
私
の
家
で
、

私
は
「
論
語
」
を
学
び
、
そ
れ
を
速
読
し
た
。

私
は
故
郷
の
景
色
を
今
で
も
ま
だ
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、

6
年
目
の
終
わ
り
に
、
タ
ン
川
、
ダ
ー
に
行
っ
た

儒
教
の
教
科
書
で
私
は
解
説
と
歴
史
を
学
ん
だ

そ
し
て
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
学
ん
だ

7
歳
、
8
歳
、
9
歳
、
10
歳
だ
っ
た
こ
ろ
の
春
に
は

私
は
並
立
の
二
行
連
句
し
か
書
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

私
は
11
年
目
の
春
に
詩
の
書
き
方
を
学
ん
だ

私
の
14
年
目
の
春
に
私
は
た
く
さ
ん
の
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
を
知
っ
た

チ
ャ
ン
・
フ
イ
・
リ
エ
ウ
（Tr ần H

uy Li ệu,1901-1969

）

1901

年
5
月
11
日
ナ
ム
・
デ
ィ
ン
省
ナ
ム
・
デ
ィ
ン
县
ヴ
ァ
ン
・
カ
ト
村
生

ま
れ
。
ベ
ト
ナ
ム
の
作
家
、
歴
史
家
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
革
命
家
。
政
治
活
動

に
関
し
て
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
国
民
党
に
入
党
し
、
そ
の
後
共
産
主
義

支
持
に
転
向
。
8
月
革
命
の
成
功
後
、中
央
党
歴
史
研
究
副
委
員
長
国
家
副
議
席
、

歴
史
研
究
所
長
、
国
家
副
議
長
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
委
員
会
副
院
長
、
歴
史
学

の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
議
長
と
編
集
者
、
ベ
ト
ナ
ム
歴
史
科
学
協
会
の
最
高
会
長
、
ド

イ
ツ
民
主
主
義
共
和
国
ド
イ
ツ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
特
派
員
、
フ
ン
ボ
ル
ト
賞
受
賞
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な
ど
、
政
府
と
学
会
の
両
方
で
高
位
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
。

回
顧
録
に
よ
る
と
、
チ
ャ
ン
・
フ
イ
・
リ
エ
ウ
は
彼
が
革
命
家
に
か
わ
る
前
に

科
挙
の
準
備
の
た
め
に
行
っ
た
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
す
る
た
め
に
、（
書
名
「
儒
教

を
学
習
し
た
時
代
」）
と
題
す
る
短
い
文
書
を
保
存
し
て
い
る
。
彼
は
貧
し
い
儒

教
の
家
庭
に
生
ま
れ
た
。
彼
の
父
は
試
験
を
受
け
続
け
た
が
失
敗
し
た
。
彼
の
兄

も
ま
た
、
13
歳
で
鄉
試
か
ら
始
ま
る
若
い
こ
ろ
か
ら
試
験
を
受
け
続
け
、
最
終
的

に
30
歳
で
秀
才
の
学
位
を
獲
得
し
た
が
、
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
。

彼
の
漢
字
研
究
の
始
ま
り
に
関
し
て
、
チ
ャ
ン
・
フ
イ
・
リ
エ
ウ
は
「
三
字
経
」

か
ら
始
め
て
、
そ
の
後
、「
五
経
」、「
四
書
」、
中
国
史
に
彼
の
父
親
が
と
ば
し
た

と
回
顧
録
に
書
い
て
い
る
。

「
私
が
6
歳
に
な
っ
た
年
（1906

年
）
に
、
父
は
私
に
勉
強
を
さ
せ
始
め
、
父

が
私
に
研
究
さ
せ
る
た
め
の
儀
式
を
行
っ
た
日
、
当
時
の
私
の
村
の
他
の
子
ど
も

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
鶏
と
一
緒
に
も
ち
米
の
乗
せ
た
お
盆
を
用
意
し
、
そ
れ
を

主
人
と
長
老
に
提
供
し
た
。
こ
れ
は
何
者
だ
っ
た
の
か
。
私
の
父
は
、
私
が
共
同

ホ
ー
ル
の
儀
式
の
供
え
物
が
あ
る
た
び
に
見
た
よ
う
な
、
儀
式
用
の
長
い
礼
服
と

帽
子
を
身
に
着
け
て
、
歯
を
突
き
出
し
た
背
の
小
さ
な
老
人
の
絵
を
指
さ
し
た
。

…
私
が
他
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
、
私
が
研
究
を
始
め
た
本
は

「
三
字
経
」
だ
っ
た
。〔
人
之
初
・
・
・
・
〕
と
い
っ
た
詩
を
通
し
て
、
社
会
の
哲

学
を
教
え
て
く
れ
た
。
一
般
的
な
習
慣
に
従
っ
て
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
後
、
歴
史

と
漢
史
の
2
冊
、
す
な
わ
ち
、
中
国
の
歴
史
の
勉
強
が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
私
を

教
え
る
中
で
、
父
は
「
大
学
」
ま
で
直
接
と
ば
し
て
、
そ
の
後
、「
四
書
五
経
」、

中
国
の
歴
史
を
し
た
。
試
験
勉
強
の
ゴ
ー
ル
め
ざ
し
て
、
当
時
の
学
生
も
先
生
も

こ
れ
ら
の
本
の
意
味
や
内
容
を
勉
強
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
文
字
で
書
か
れ
た

文
章
を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
句
、
文
字
、
及
び
言
及
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
暗
記
す
る
だ
け
だ
っ
た
。
歌
と
孔
子
の
意
見
に
反
対
す
る
人
や
何
か
に

意
見
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

デ
ン
・
タ
イ
・
マ
イ
（ặng Thai M

ai,1902-1984

）

マ
イ
は
有
名
な
ベ
ト
ナ
ム
の
研
究
者
で
あ
り
、
文
学
評
論
家
で
、
中
国
文
学
と

フ
ラ
ン
ス
語
の
両
方
に
堪
能
だ
っ
た
。
彼
の
回
顧
録
で
は
、
彼
は
ゲ
ー
・
ア
ン
省

タ
イ
ン
・
ツ
オ
ン
縣
ル
オ
ン
・
デ
ィ
エ
村
（
現
在
の
タ
イ
ン
・
ス
ア
ン
村
）
で
、

父
方
の
祖
父
の
後
見
の
も
と
で
、
古
典
的
な
中
国
語
の
テ
キ
ス
ト
を
暗
記
す
る
プ

ロ
セ
ス
を
再
び
語
る
た
め
に
、
1
章
を
書
く
の
に
精
力
を
注
い
で
い
る
。
彼
が
テ

キ
ス
ト
を
学
ん
だ
順
序
に
関
し
て
い
う
と
、彼
は
彼
が
「
三
字
経
」
か
ら
始
め
て
、

そ
の
後
「
小
学
」
に
移
り
、（
彼
に
よ
る
と
、彼
が
学
ん
だ
特
定
の
教
科
書
は
、「
孝

経
」
と
「
忠
経
」
を
一
緒
に
し
た
も
の
の
よ
う
だ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
）、
そ
の

後
彼
は
中
国
史
を
学
ん
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
に
関
し
て
は
レ
ー
・
ト
ゥ
ン
（Lê 

Tung

）
の
「
総
論
」
だ
け
が
暗
記
の
た
め
に
割
り
当
て
ら
れ
た
。

６
．  「
伝
統
的
な
時
代
の
学
者
」
と
「
過
渡
期
の
著
者
」
の
見

解
に
従
っ
て
ベ
ト
ナ
ム
で
使
用
さ
れ
る
、
一
般
的
な
儒

教
の
初
等
教
科
書
に
お
け
る
基
本
的
な
シ
ス
テ
ム

上
記
の
「
伝
統
的
な
時
代
の
学
者
」
と
「
過
渡
期
の
著
者
」
の
両
方
の
グ
ル
ー

プ
の
文
書
の
内
容
の
中
で
最
も
広
範
な
特
徴
は
、
時
間
と
場
所
、
ま
た
は
異
な
る

学
校
で
の
教
え
方
の
習
慣
に
応
じ
て
、
学
校
教
育
と
学
習
教
材
が
一
致
し
な
い
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
は
2
つ
の
理
由
が
原
因
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
一
つ
は
州
が
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「「
偉
大
な
学
習
」
レ
ベ
ル
、
す
な
わ
ち
試
験
準
備
の
た
め
の
勉
強
期
間
に
一
層
注

意
を
払
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。「
小
学
校
」
レ
ベ
ル
で
は
、
州
は
地
元

の
学
校
が
独
自
の
モ
デ
ル
に
従
っ
て
組
織
し
、
運
営
す
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
2

つ
目
は
フ
ラ
ン
ス
人
の
出
現
後
に
文
化
や
社
会
に
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
で
、
伝

統
的
な
儒
教
の
教
育
機
関
は
多
か
れ
少
な
か
れ
変
化
し
た
。

さ
ら
な
る
特
徴
は
上
記
の
文
書
の
2
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
文
書
を
通
し
て
み
る
こ

と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
（
嘉
隆
帝
と
明
命
帝
の
場
合
）、
そ
れ
は
同
時
に
国
家

教
育
政
策
管
理
を
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
教
師
や
地
元
の
著
者
チ
ャ
ン
・
ト
ロ
ン
・

ハ
ン
や
学
習
者
と
し
て
実
際
に
経
験
の
あ
る
者
阮
伯
学
、
タ
ン
・
ダ
ー
、
ズ
オ
ン
・

ク
ア
ン
・
ハ
ム
、
チ
ャ
ン
・
フ
ィ
・
リ
エ
フ
、
デ
ン
・
タ
イ
・
マ
イ
）
の
見
解
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
発
見
さ
れ
た
文
書
は
あ
ま
り
豊
富
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら

は
こ
の
時
代
か
ら
初
等
教
育
機
関
に
参
加
す
る
多
く
の
ク
ラ
ス
の
見
本
と
な
る
。

学
校
教
育
の
年
齢

「
初
等
」
学
習
の
開
始
年
齢
に
関
し
て
は
、
す
で
に1803

年
に
嘉
隆
帝
は
8
歳

か
ら
14
歳
ま
で
の
学
生
が
「
初
等
」
の
学
習
に
入
り
、
15
歳
以
上
は
よ
り
高
い
レ

ベ
ル
に
進
む
と
定
め
て
い
た
。
彼
の
後
継
者
で
あ
る
明
命
帝
も
8
歳
か
ら
14
歳
の

初
等
教
育
の
年
齢
を
維
持
し
、
こ
の
規
則
を
主
張
し
た
。（
も
っ
と
昔
の
人
は
8

歳
で
初
等
学
習
に
入
り
、15
歳
で
偉
大
な
学
習
を
受
け
る
と
い
う
教
育
を
命
じ
た
）

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ハ
ノ
イ
の
行
政
長
官
の
孫
壽
德
は
学
校
教
育
の
年
齢
と
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
変
更
す
る
と
い
う
意
見
だ
っ
た
。
陳
仲
杭
は
6
歳
か
ら
12
歳
ま
で
の

初
等
学
習
コ
ー
ス
で
完
了
す
る
と
い
う
意
見
を
持
っ
て
い
た
。
彼
は
5
歳
で
文
字

を
習
い
始
め
、7-10

歳
か
ら
並
立
の
2
行
連
句
を
書
く
練
習
を
し
、
11
歳
で
詩
を

書
く
練
習
を
し
、
14
歳
で
他
の
文
学
の
形
を
練
習
し
た
。
彼
ら
は
彼
の
「
初
等
」

教
育
の
期
間
を
明
確
に
示
し
て
い
な
い
が
、5-13

歳
か
ら
起
こ
っ
た
こ
と
が
理
解

で
き
る
。
こ
れ
は
彼
が
公
務
員
試
験
の
準
備
の
た
め
に
「
他
の
文
学
の
形
態
を
練

習
す
る
」
前
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
彼
の
父
が
自
宅
で
彼
を
教
え
た
の
で
、
リ
エ

ウ
は
6
歳
で
彼
の
研
究
を
始
め
た
。

国
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
グ
エ
ン
王
朝
の
間
、
小
学
校
の
年
齢
は
8
歳
か
ら
14
歳

で
、
合
計
で
6
〜
7
年
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
教

育
の
組
織
が
地
域
レ
ベ
ル
で
独
立
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
許
可
す
る
と
、
学
生
は

し
ば
し
ば
5
歳
か
ら
6
歳
で
、
よ
り
早
く
学
び
始
め
た
。

各
年
齢
に
対
応
す
る
教
科
書

1803

年
に
出
さ
れ
た
法
令
で
は
、
嘉
隆
帝
は
8
歳
以
上
の
人
が
初
等
教
育
に

入
り
、「
孝
経
」「
忠
経
」
を
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
た
。
そ
の
後
、

12
歳
以
上
は
「
論
語
」
に
続
き
、「
孟
子
」「
中
庸
」「
大
学
」、15
歳
以
上
は
「
詩
経
」

「
書
経
」「
易
経
」、
そ
し
て
様
々
な
哲
学
者
や
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
規
則
は
明
命
帝
の
治
世
の
間
も
変
更
な
し
で
維
持
さ
れ
た
。

グ
エ
ン
は
初
等
教
育
の
最
初
の
3
〜
4
年
間
に
読
ん
だ
テ
キ
ス
ト
の
中
に
は
、「
三

字
経
」「
四
書
」
歴
史
書
が
含
ま
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
た
。

タ
ン
・
ダ
ー
に
よ
る
と
、
5
歳
の
時
に
彼
は
「
三
字
経
」、「
五
言
詩
」、
中
国

史
の
概
要
を
勉
強
し
た
。
6
歳
で
「
論
語
」、
儒
教
の
解
説
，
歴
史
、
ベ
ト
ナ
ム

語
の
ロ
ー
マ
字
を
勉
強
し
は
じ
め
た
。
7
〜
10
歳
か
ら
彼
は
並
立
の
2
行
連
句
を

書
く
練
習
を
し
た
。
11
歳
で
彼
は
詩
を
書
く
練
習
を
し
た
。
14
歳
で
他
の
文
学
の

形
を
練
習
し
た
。
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デ
ン
・
タ
イ
・
マ
イ
は
「
三
字
経
」
か
ら
始
め
て
「
小
学
」
を
学
ん
だ
が
、
お

そ
ら
く
そ
れ
は
「
孝
経
」
と
「
忠
経
」
の
組
み
合
わ
せ
だ
っ
た
と
記
録
し
て
い
る
。

そ
の
後
、「
四
書
」
が
続
い
た
。
そ
れ
は
「
大
学
」「
中
庸
」「
論
語
」「
孟
子
」
で

あ
り
、
そ
の
後
中
国
史
を
学
ん
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
は
レ
ー
・
ト
ゥ
ン
（Lê 

Tung

）
の
「
総
論
」
の
一
般
的
な
論
文
を
介
し
て
の
み
学
ん
だ
。

ズ
オ
ン
・
ク
ア
ン
・
ハ
ム
は
中
国
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
の
テ
キ
ス
ト
の
作
成
に
関

す
る
い
く
つ
か
の
細
か
い
点
を
時
々
混
乱
さ
せ
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
彼
は
す
で

に
、「
一
千
字
」、「
三
千
字
」、「
五
千
字
」、「
初
学
問
津
」、「
幼
学
五
言
詩
」、「
明

心
實
鑑
」、「
明
道
家
訓
、「
三
字
経
」
の
テ
キ
ス
ト
が
初
等
教
育
の
テ
キ
ス
ト
に

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
て
い
た
。

チ
ャ
ン
・
フ
イ
・
リ
エ
ウ
は
、
彼
が
最
初
に
「
三
字
経
」
を
学
び
、
そ
の
後
ベ

ト
ナ
ム
と
中
国
の
歴
史
を
学
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
た
が
、
彼
の
父
は
彼
に
要
約

で
教
え
た
た
め
、
す
ぐ
に
「
大
学
」「
五
経
」、「
四
書
」
に
い
っ
た
。

チ
ャ
ン
・
チ
ョ
ン
・
ハ
ン
は
初
等
教
育
の
体
系
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
構
築
す

る
こ
と
を
か
な
り
意
識
し
て
い
た
。
そ
こ
で
6
歳
か
ら
30
歳
ま
で
の
学
生
の
た
め

の
一
般
的
な
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
構
築
し
た
。（
上
記
の
引
用
）

こ
れ
ら
の
原
典
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
学
齢
と
そ
れ
ぞ

れ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
両
方
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
一
般
的
な
方
針
に
沿
っ
て

生
じ
る
学
習
プ
ロ
セ
ス
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
民
間
試
験
の
た
め
に
勉
強

す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
5
〜
9
歳
の
子
ど
も
た
ち
は
「
幼
学
五
言
詩
」「
初
学

問
津
」「
明
新
宝
鉴
」「
明
道
家
訓
」「
孝
経
」「
忠
経
」「
啟
童
說
約
」
と
「
朱
子

家
政
」
の
よ
う
な
他
の
数
冊
の
テ
キ
ス
ト
と
一
緒
に
「
三
字
経
」
を
学
ぶ
。
こ
の

年
齢
で
彼
ら
は
ま
た
、
並
立
の
2
行
連
句
と
、
詩
を
書
く
練
習
を
始
め
る
。
10
〜

12
歳
か
ら
彼
ら
は
「
幼
學
漢
字
新
書
」，「
國
語
字
類
」
と
「
陳
文
通
考
」．を
学
ぶ
。

13
〜
15
歳
か
ら
彼
ら
は
「
四
書
」
と
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
の
要
約
を
学
ぶ
。

こ
の
初
等
教
育
の
過
程
を
通
し
て
、
生
徒
は
書
体
や
概
念
を
調
べ
る
た
め
に

「
一
千
字
」「
三
千
字
」「
五
千
字
」
の
よ
う
な
辞
書
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

15
歳
以
上
で
彼
ら
は
「
大
学
」
に
切
り
替
え
て
し
ま
い
、
お
そ
ら
く
「
五
経
」、

さ
ま
ざ
ま
な
哲
学
者
、
歴
史
、
文
学
テ
キ
ス
ト
、
法
律
規
範
、
道
徳
書
、
仏
教
と

道
教
の
聖
典
を
研
究
し
た
。

こ
の
初
等
教
育
の
過
程
で
使
用
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
、
中
国
の
著
者
と
ベ
ト
ナ

ム
の
著
者
の
半
分
ず
つ
だ
っ
た
。
中
国
の
著
者
の
テ
キ
ス
ト
に
は
「
三
字
経
」、「
孝

経
」、「
中
経
（
中
京
）」、「
朱
子
家
政
」，「
明
心
寶
鑑
」、「
四
書
」、「
五
経
」
か

ら
の
抜
粋
が
含
ま
れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
の
著
者
の
テ
キ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
は
か

な
り
の
割
合
を
占
め
、
か
な
り
大
規
模
に
使
用
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
：「
啟
童
說
約
」

「
幼
學
五
言
詩
」「
幼
學
漢
字
新
書
」「
初
學
問
津
」「
明
道
家
訓
」「
一
千
字
」「
三
千

字
」「
五
千
字
」
の
よ
う
な
辞
書
、
さ
ま
ざ
ま
な
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
書
で
あ
る
。

韻
を
踏
む
詩
で
書
か
れ
た
多
く
の
基
本
的
な
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
、通
常
は3,4,5

文
字
の
詩
行
ま
た
は
〝
六
八
体
〞（
複
数
の
詩
の
ペ
ア
（
前
文
が
6
字
と
後
文
が

8
字
）か
ら
構
成
さ
れ
る
詩
体
）と〝
六
八
〞韻
律
の
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
三

字
経
」
の
よ
う
な
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
辞
書
で
さ
え
韻
を
踏
む
詩
で
編
纂
さ
れ

て
い
た
。
そ
の
理
由
は
韻
律
の
詩
は
暗
記
し
や
す
く
、
初
等
教
育
に
適
し
て
い
た

た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
韻
を
踏
む
詩
は
ま
た
、
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
の
初
等
教

育
書
の
重
要
な
特
徴
で
も
あ
る
。
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第
八
號

初
級
教
科
書
に
お
け
る
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
授
法
と
バ
イ
ス
ク
リ
プ
ト
の
教
授
法

2010

年
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
、「
四
書
約
解
」（
四
書
の
通
訳
の
簡
易
版
）

の
再
印
刷
の
た
め
に
書
か
れ
た
、
黎
貴
惇
（
ル
・
ク
イ
・
ド
ン
）（1726-1784

）

の
序
文
を
分
析
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
。
伝
統
的
な
文
学
教
育
の

観
点
か
ら
見
て
、「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
ベ
ト
ナ
ム
語
の
文
言
）」
と
「
バ
イ
ス
ク
リ

プ
ト
」（
中
国
文
字
と
ベ
ト
ナ
ム
語
の
原
典
）
の
両
方
を
使
う
と
、
ル
・
ク
イ
・

ド
ン
が
「
四
書
約
解
」
を
使
う
こ
と
を
奨
励
し
た
こ
と
は
、
小
学
校
レ
ベ
ル
で
儒

教
の
教
育
方
法
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
こ
の
教
育
政
策
は
ル
・
ク

イ
・
ド
ン
の
政
策
だ
け
で
は
な
く
、
多
く
の
伝
統
的
な
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
の
話
し

言
葉
で
は
表
さ
れ
な
い
代
表
的
な
見
解
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
我
々
は
ま
だ
ル
・
ク

イ
・
ド
ン
の
見
解
が
ど
の
く
ら
い
他
の
伝
統
的
な
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
者
の
も
の
で

あ
っ
た
か
に
つ
い
て
議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
問
題
は
そ
の
短
い
論
文

の
範
囲
を
超
え
た
幅
広
い
原
典
を
分
析
す
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
。

前
述
の
論
文
を
発
表
し
た
後
、
そ
の
論
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
幅
広
い
原
典

を
分
析
す
る
」
た
め
の
研
究
を
続
け
た
。
以
下
は
そ
の
研
究
の
最
近
の
結
果
で
あ

る
。ベ

ト
ナ
ム
の
「
三
字
経
」
に
関
し
て
は
、
こ
の
論
文
の
著
者
が
発
表
し
た
研
究

で
は
、「
三
字
經
解
音
演
歌
」（AB.304, R.653, VN

b.1, VN
v.185, VN

v.225
）、

「
三
字
經
六
八
演
音
」（R.129

）、「
三
字
解
音
」（AB.474

）、「
三
字
經
演
音
」

（R.2042

）、「
三
字
經
釋
義
」（
慶
應
義
塾
大
学
）
と
他
の
「
三
字
經
釋
義
」（
慶

應
義
塾
大
学
）
を
含
む
「
三
字
経
」
の
6
つ
の
翻
訳
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

翻
訳
に
は
2
つ
の
方
法
が
採
用
さ
れ
、
1
つ
は
散
文
訳
で
、
も
う
1
つ
はluc 

bat

韻
律
へ
の
散
文
翻
訳
で
あ
る
。
各
行
を
散
文
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
、
文
字
通

り
元
の
そ
れ
ぞ
れ
の
漢
字
を
翻
訳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
、
翻
訳
は

本
質
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
活
字
を
理
解
す
る
た
め
の
比
較
表
に
な
る
6
〜
8
の
韻
律

の
詩
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
、
ベ
ト
ナ
ム
語
で
「
三
字
経
」
の
内
容
を
暗
記
す
る
の

に
役
立
っ
て
き
た
。
ミ
ン
・
ダ
オ
・
ジ
ア
・
フ
ァ
ン
に
関
し
て
は
、
本
論
文
の
著

者
が
発
表
し
た
研
究
に
よ
る
と
、
5
つ
の
現
存
版
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
2
つ
は

R.1555

と AC.228

が
ベ
ト
ナ
ム
翻
訳
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
中
国
語
と
ベ
ト
ナ

ム
語
の
両
方
を
含
む
ロ
ー
マ
字
を
含
ん
だ
翻
訳
が
あ
る
。

書
名
「
幼
學
五
言
詩
」
（
1
）「
初
學
問
津
」「
一
千
字
」「
三
千
字
」「
五
千
字
」
に

つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
の
す
べ
て
に
中
国
語
の
テ
キ
ス
ト
に
加
え

て
、
ベ
ト
ナ
ム
語
の
翻
訳
が
あ
る
。

予
備
的
な
統
計
に
よ
る
と
、
儒
教
の
テ
キ
ス
ト
の
30
の
現
存
し
て
い
る
翻
訳
の

中
で
、
こ
れ
ら
の
う
ち
16
は
リ
ズ
ム
の
あ
る
韻
文
で
、〝
六
八
〞
に
あ
っ
た
り
、

〝
六
八
〞
韻
律
の
歌
で
韻
を
踏
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
2
つ
の
特
徴
的
な
ベ
ト
ナ

ム
語
の
韻
律
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
そ
の
ジ
ャ
ン
ル
の
分
野
で
こ
れ
ら
の
儒
教

の
テ
キ
ス
ト
を
文
化
的
な
特
定
の
場
所
に
集
中
さ
せ
る
証
拠
で
も
あ
る
。
韻
を
踏

む
詩
へ
の
翻
訳
は
、
古
典
文
学
の
意
味
の
浸
透
に
つ
な
が
る
。

上
記
の
証
拠
の
お
か
げ
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
小
学
生
が
中
国
語
を
死
語
、
外
国
語

と
し
て
学
ぶ
こ
と
、さ
ら
に
は
中
国
語
の
漢
字
を
母
語
で
書
く
た
め
に
は
使
わ
ず
、

字
を
書
く
た
め
の
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
中
国
語
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

難
し
か
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
れ
ゆ
え
教
え
る
過
程
で
、
こ
れ
ら
の
教
育
機
関

は
、
私
が
暫
定
的
に
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
／
バ
イ
ス
ク
リ
プ
ト
」
教
育
と
呼
ん
で
い

る
こ
れ
ら
の
困
難
を
解
決
す
る
方
法
を
作
り
出
し
て
運
用
す
る
こ
と
に
対
し
て
自

ら
の
責
任
を
取
っ
た
。
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
は
文
学
的
な
中
国
語
と
ベ
ト
ナ
ム
語
を
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同
時
に
使
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
バ
イ
ス
ク
リ
プ
ト
と
は
、
中
国
語
と
ベ
ト
ナ
ム

語
の
ス
ク
リ
プ
ト
の
両
方
を
使
用
す
る
こ
と
を
指
す
。
先
に
引
用
し
た2010

年

の
論
文
で
は
、「
多
く
の
伝
統
的
な
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
の
暗
黙
の
見
解
を
表
し
て

い
る
可
能
性
が
非
常
に
高
い
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
の
中
に
、「
私
は
非
常
に
可
能

性
が
高
い
」
と
い
う
言
葉
を
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
れ
て
お
い
た
。
さ
て
こ
の
新
し

い
論
文
で
は
、
過
去
8
年
間
に
収
集
さ
れ
、
分
析
さ
れ
た
原
典
と
証
拠
に
お
い
て
、

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
と
バ
イ
ス
ク
リ
プ
ト
の
方
針
は
多
く
の
異
な
っ
た
初
等
教
育
の
原

典
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
伝
統
的
な
ベ
ト
ナ
ム
儒
教
に
対
す
る
一
般
的

な
見
解
で
あ
っ
た
こ
と
を
断
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７
．
結
論

本
論
文
は
ベ
ト
ナ
ム
の
科
挙
（1075-1919

）
の
準
備
に
直
接
関
与
し
た
著
者

か
ら
の
文
面
に
よ
る
証
言
の
観
点
か
ら
、
そ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
扱
っ
て
い
る
。
こ

れ
に
は
純
粋
に
伝
統
的
な
公
務
員
試
験
を
追
求
し
た
学
者
、
す
な
わ
ち
科
挙
の
経

験
を
持
つ
が
、
時
代
と
環
境
の
変
化
の
た
め
に
、
そ
し
て
の
ち
に
現
代
フ
ラ
ン
ス

教
育
に
移
行
し
た
半
近
代
学
者
の
両
方
が
含
ま
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
2
つ
の

グ
ル
ー
プ
の
記
録
を
も
と
に
、
ベ
ト
ナ
ム
の
儒
教
教
育
で
使
用
さ
れ
る
基
本
テ
キ

ス
ト
の
基
本
シ
ス
テ
ム
、
す
な
わ
ち
13
歳
か
ら
15
歳
と
そ
れ
以
下
の
学
生
を
指
導

す
る
基
本
的
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
再
構
築
す
る
。
5
歳
か
ら
9
歳
ま
で
若
い
学
生

は
「
三
字
経
」「
幼
学
五
言
詩
」「
初
学
問
津
」「
明
新
宝
鉴
」「
明
道
家
訓
」「
孝
経
」

「
忠
経
」「
啟
童
說
約
」
と
「
朱
子
家
政
」
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
始
め
た
。
そ
し

て
こ
の
期
間
に
彼
ら
は
詩
と
並
立
の
2
行
連
句
を
書
く
練
習
を
始
め
た
。
10
歳
か

ら
12
歳
の
生
徒
は
「「
幼
學
漢
字
新
書
」「
國
語
字
類
」
と
「
陳
文
通
考
」
を
学
習

す
る
。
13
歳
か
ら
15
歳
の
学
生
は
「
四
書
」
と
ベ
ト
ナ
ム
の
歴
史
の
要
約
を
学
ぶ
。

こ
の
教
育
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
通
し
て
、学
生
は
「
一
千
字
」「
三
千
字
」「
五
千
字
」

な
ど
の
辞
書
を
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
利
用
さ
れ
る
テ

キ
ス
ト
の
半
分
は
中
国
の
著
作
で
あ
り
、
中
国
や
他
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
で
一
般
的

に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
半
分
は
ベ
ト
ナ
ム
の
著
者
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
。

暗
記
を
支
援
す
る
た
め
に
若
い
聴
衆
（
＝
本
の
読
者
）
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ
れ

ら
の
テ
キ
ス
ト
の
多
く
は
韻
を
踏
む
詩
で
構
成
さ
れ
た
。
実
質
的
に
こ
れ
ら
す
べ

て
の
テ
キ
ス
ト
を
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
す
る
こ
と
は
「
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
（
ベ
ト
ナ

ム
語
の
文
言
）
と
「
バ
イ
ス
ク
リ
プ
ト
」（
ベ
ト
ナ
ム
語
の
ス
ク
リ
プ
ト
）
教
育

が
過
去
に
ベ
ト
ナ
ム
の
教
育
で
一
般
的
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
証
拠
で
あ

る
。
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